
【感動ある学校】   共みがき   【感動できる生徒】 
 

 

           『 新たなステップに向けて 』       校長 小林 英樹 

令和２年度も残すところ１ヶ月となりました。振り返ると１年

前は新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策として全国一斉

に臨時休校の措置がとられ、これまで誰も経験したことのない生

活を強いられることになりました。あれから１年、いっこうに収

まる気配を感じることすらできませんが、子どもたちはコロナ禍

において多くの経験をし、多くのことを学び、多くの力を身に付

け、たくましく成長したと思います。このことは子どもたち自身

がいちばん感じていることではないでしょうか。残り１ヶ月、今

年度を振り返るとともに新たなステップに向けてしっかりと準備を進めてほしいところです。 

３年生は、私立高校の推薦・一般受験、国立高専・公立高校の推薦受検が終わり、何とか無事に

乗り越えることができました。すでに進路先が決まった生徒もいますが、３月９日（火）の公立高

校の受検に向け、最後まで全力を尽くしてほしいと思います。 

 ２年生は、１月３０日（土）に立志式を行いました。今年も早朝５時３０分に登校をし、桜山

山頂をめざし出発しました。山頂では澄み切った空気の中、東の空に昇ってくる御来光を仰ぐこ

とができました。その後、一人ひとりが力強く『立志の誓い』を述べ、たくましく成長した姿を

保護者の方々と共に祝いました。２年生もあと１年で進路先を決めなければなりません。１年後

の自分の姿をイメージしながら目標達成に向け、精一杯取り組んでほしいと思います。 

 １年生は、様々な場面で中学生としての自覚を感じることが多くなりました。先輩たちの活躍

を目の当たりにし、今度は自分たちの番だという思いが顔つきや振る舞いに表れています。今後

の活躍が楽しみです。 

 ４月からの新たなステップでの子どもたちの学びと成長に期待したいと思います。保護者の皆

様、地域の皆様方のご支援よろしくお願いいたします。 
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新生徒会による２月月例集会の様子 



 

１月３０日（土）に、２年生の「立志式」が行われ

ました。早朝５時３０分に学校を出発し、桜山登山に

臨みました。天候にも恵まれ、山頂では何とも言えな

いすばらしいご来光がみんなを出迎えてくれました。 

山頂では、保護者の方々、学校運営協議会会長の池田

さん、教員が見守る中、２年生１０名が立志の誓いを

述べ、将来に向け決意を新たにしました。希望に満ち

たその姿と桜山からのご来光が重なり合う感動的な式

となりました。 

生徒作文「立志式を振り返って」（一部抜粋） 

 立志式の中で一番の思い出は「立志の誓い」です。

原稿とだいぶん違ったことを言ってしまいましたが、

自分なりに言うことができたと思います。一人ひとり

がそれぞれ違った誓いを立てていて、それを聞けたの

もうれしかったです。日頃から思っていたことです

が、今回改めて、この１０人のメンバーで立志式を迎

えられて本当に良かったなあと思いました。このメン

バーと過ごせるのもあと１年。この１年をみんなと楽

しく過ごせるといいなあと思います。 

  
１月３０（土）に、１，３年生を対象とした「保

護者参加型参観日」を実施しました。 

１年生の「手作りマスクの製作」では、裁断、ア

イロンがけ、ミシン縫いなどを行い、特にミシン縫

いでは、保護者の方々に熱心にアドバイスやお手伝

いをしていただきながら、完成をめざして楽しみな

がら作業に取り組みました。 

 ３年生の「カローリング」では、カーリングのス

トーンにあたる「ジェットローラー」の使い方や競

技ルールについて説明を受けた後、３年生、保護者

の方々、３年教員が合同でチームを組んで、白熱し

たゲームを繰り広げました。 

 １、３年生ともに、多くの保護者の方々にご参加

いただき、授業で親子一緒に活動に取り組むことを

通して交流を深め、楽しくも心温まる行事となりま

した。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月４日（木）に「学校保健安全委員会」を開催

しました。保護者の方々をはじめ、学校医の中本先

生、学校歯科医の實能田先生、学校薬剤師の篠田先

生にもご出席いただき、学校の保健安全活動につい

ての報告や校医の先生方からのご講話や健康に関す

る質疑応答が行われました。「より良い眠りのため

には朝起きたら日光をしっかりと浴びる等の体内時

計を整える生活習慣が大切であること」、「歯磨き

の際は１回に３分以上はかけること」、「薬の服用

は副作用を避けるためにも必ず用法、用量を守るこ

と」など、からだを健康に保つためにとても大切な

ことを改めて学ばせていただき、大変有意義な会と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２日（火） 月例集会 

３日（水）職員会議 

 ９日（火） 公立高校学力検査 

１０日（水） 同窓会入会式、卒業生を送る会 

１１日（木） 第７４回卒業証書授与式 

１２日（金） 第６回学校運営協議会 

１７日（水） 公立高校一次募集合格発表 

１９日（金） 専門委員会 

伊佐小学校卒業式 

２３日（火） 仮入学 

２５日（木） １，２年生保護者会 

２６日（金） 修了式 

３０日（火） 離任式 

２年 立志式 
 

１，３年 保護者参加型参観日 
 

学校だよりへのご意見・ご要望等がございましたら、 

伊佐中学校までお願いします。 

美祢市立伊佐中学校 教頭 冨工 

TEL  52-0307 FAX  52-1608 
E-mailisa-j@c-able.ne.jp 
URL http://www.c-able.ne.jp/~isa-j/ 

３月の行事予定   

学校保健安全委員会 
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